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行同時，駆動方法について提案している。 2 行を同時に駆動走査するための駆動波形セットとして、 4種類のデータパ
ルス電圧波形と、パルス幅の異なる 2種類のストロボパルス電圧波形を持つ駆動波形セットを考案し、実際にこの駆
動波形セットを用いて表面安定化強誘電性液晶素子の駆動特性を評価することにより、異なるストロボパルスで 2行
を同時に走査し、 2 行に属する画素へ白表示ないし黒表示状態を任意に書き込むことが可能であることを確認してい
る。
ほ) 強誘電性液晶表示素子をアクティブマトリクス駆動デ、イスプレイに適用する際に、中間調表示可能な素子構造
として提案されている単安定化素子について、構成する両基板に非対称なラピング処理を施すことにより簡便に単安
定性が実現されることを見出し、単安定を実現するための新たな技術の提案を行っている。また、素子構造、液品材
料、配向状態と単安定性の関係の評価を通じて、より強い単安定性の得られる素子構造、液晶材料、配向状態を見出
すとともに、非対称素子構造における単安定性の由来についても考察している。
以上のように本論文は強誘電性液晶表示素子の中間調表示のための素子構造及び駆動方法の開発を行い、これを用
いて強誘電性液晶表示素子で優れた中間調表示が可能となることを実証しており、電子工学に寄与するところ大であ
る。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。
